
１ 産業連関表の概略 

現代の諸産業は、相互に取引関係を結びながら生産活動を行っており、どのような経済のなかであれ、生産活動を営んでいる

産業は、他産業部門から中間 生産物 （原材料、燃料、電力、水等）及び労働力を購入すると同時に、それらを一定の生産プロ

セスに投入し、財貨・サービスを産み出している。 

 こうして生産された財貨・サービスは、最終消費者に対して供給・消費されるが、中間生産物（原材料）として他産業の生産のた

め消費されたり、また生産設備 や公共財として投資され長期の利用に供されるものもある。産業連関表は、このような産業相互

間の経済取引の状況をマトリックス表にしたものであり、これに よって、各産業の生産物がどこに向かって流れているかを読みと

ることができる。 

 また、産業連関表はそれ自体統計表として用いられる以外に、相互に関係しているマトリックス表を行列計算することにより、経

済分析の手法としても広く用いられている。 
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